
漁土品環号保全基礎調査

I 調 査 目 的

ホタテ員を中心に漁業開発K大きな役者lを期待されている青森湾の汚染の現状を知り，今後の対策の

基礎資料とする。

H 調査内容

(11 調査期間

¥21 調査担当者

昭和 44年 4月~翌 3fl

課長長峰良典

技師青山頑夫

グ 橋 爪 政 男

(3¥ 調査地域:青森湾(野内~油)11) 

(4) 調査項目

a 社会経済的調査

b 水域の理化学的環境調査

c 底質および底生動物

E 調査結呆

a 社会経済的調査

青森市の漁業者は 673名おり，ホタテ員，サパ，イワ乙/が主な漁業対象となっている。

漁業権は第 1-3種共同および第 1種区画漁業権が設定されておりオ、タテ養殖の伸長が著しい。

b 水域の理化学的環境調査

情西部(沖館)11)11口付近)において汚染の危険性がみられるが，全体としてはあまり進行していな

レ、。

CODをみると沖合に高いところがあふ。 Mt入河川の水質及び湾内表面水のCOD分布は夫々銘 1

表 第1凶に示した。

c 底質および底生動物

底演については著しい悪化はみられず汚溺の指標となる Cap i t a i aがわずかに見られる桓芝であ

る。底質の COD.硫化物，灼熱減量( I. L)についての分布は夫々第 2-4凶K示した。

以上のことから，この海域のj市街は沿岸部I'Lll艮られており，そω範囲は策 5凶K示すとおりである。

第 1 表 青森湾流入河川の水質

調査.年月日 昭 .44.11.22

天 候 C

I~河調川査名項~~---目¥ 
水温 気温 溶存酸素量 酸 素 i電 導 度 水量

?χoE ℃ ℃ 透視度 PPm  飽和 度 %p pmlP Hjl02 JJ t / s 

き く )11 6. 5 8. 1 1 4 cm I 1. 9 4 I 0 O. 3 "2.73 6.7 100 O. 5 

野内 !il 6. 5 3伐知必L上 I L. 2 5 10"2.911.74 6. 7 100 1 5 1 :2.: 1 

原別川 6. 5 " 9.2 1 7 7.3 4.05 6. 5 I 9 0 O. 2 

下 水 (11 7. 5 " 10.47 90.2 3.5 5 立立_l!_Q_Q__j__ーム7
堤 )11 6. 9 8. 0 " 1 O. I 9 8 6.4 3.80 ~6 1 3.81 2 0 

1123.:31 3 0 

下水 (2) 6. 2 2 2 cm I 0.88 9 O. 7 う.45 5.6 4 0 O. 3 1 3: 3 0 

沖館 111 8. 4 23cm 7.4 I 8 "2.8 8. 2 6 6. 8 5 5 :2..5 I 3:4 5 

新井田川 7. 2 2 2 C7Ii I 0.4 1 89.0 3. 5 5 6. 8 1 5 2 I 4: 0 0 1 

天国内川 7. 4 7.5 I 9αh 9.42 8 0.9 6.78 6. 8 8 0 O. 8 I 1 4: 3 0 I 
浜田 111 7. 1 3仕 1fi以上 1 0.9 61 93.4 :2..40 6. 8 j1 0 0 1.2114J20 l 
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第 1図 表面水の COD分布
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第 2図 底質のCOD分布 x x ;>(、
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第 3図

十符符キ守\で/よ\穴.~'γ 失 ムノノコ イら〔ハ心?// ¥ 

-:._~七ji?汚計斤勺FjL::÷コ〆/
ρ (，-' ; )く〉えメ三( ~/ぃ/出会 i 

-- ...__-~- ，....ι  
ーノ-------~--/ (1(..，. 

ぺ7、

底質の硫化物分布( 10月)

②。 1m']以上

rJ A //一一一\"~"" 作
浮沈~- ~， ⑫ メ
iiヘミfえあ下人 L恥 一一//ノ ¥ 

?¥と勺肖3Z沼W弘子一)〈

第 4図 底質のI.L分布( 10月)
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第 5図 汚濁の範囲

底生動物の分布から見た汚濁の範囲
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総合的に見た汚濁の範囲
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